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歴文

令和 6年 6月 21日、当館に朗報が届きました。日本遺産「荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間～北前船寄港

地・船主集落～」への追加登録が認定されたという知らせです。資料調査を始めてから約２年、喜びはもちろんですがホ

ッとしたという気持ちの方が大きい瞬間でした。 

6月 28、29日には「第 34回 北前船寄港地フォーラム inひがし北海道・くしろ」が開催され、出席した戸嶋町長に

認定証が授与されました。認定証は当館入口、ご来館のみなさまによく見ていただけるところに設置してあります。 

7月 2日には、なびあすで「日本遺産追加認定記念セレモニー」を開催し、有識者や構成文化財の所有者の方、集落

の方など関係者のみなさまにお集まりいただき、認定の喜びを分ちあうことができました。 

町では、なびあすや役場だけでなく公民館などの各公共施設でも北前船に関する展示をする予定です。当館でも昨

年に続き北前船関連の展示を企画しています。 

日本遺産認定効果で、北前船が行き交っていた頃のように町が賑わっていくことを期待したいですね(^-^) 

 

日本遺産追加認定記念セレモニー （なびあす） 

美浜町歴史文化館  
美浜町役場町民プラザ 



令和６年度のみはま歴文講座の開催が決定しま

した。今年度は、「今こそ繙く 故き＋新しき若狭

路」のテーマのもと、現地探訪１回を含む全 5回の

講座を予定しています。 

みなさまのお申込みをお待ちしています(*^-^*) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎お問い合わせ 

美浜町歴史文化館 

〒919-1138 

福井県三方郡美浜町河原市 8-8 

TEL  0770(32)0027   FAX  0770(32)0615 

E-mail bunkazai@town.fukui-mihama.lg.jp 

 

 QRコードを読みとって見てね！ 

 

 

令和４年度 第 1回みはま土曜歴文講座  講師 白井忠雄さん 

令和 4年度 第 5回みはま土曜歴文講座  講師 多仁照廣さん  

令和 5年度 第 1回みはま歴文講座    講師 多仁照廣さん 

の講演の様子を配信しています。 
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丹生金毘羅神社奉納 絵馬群 

北前船による交易が行われた時代・地域では、寺社

仏閣に海上安全などを祈願した船絵馬が盛んに奉納さ

れました。 

美浜町内では丹生金毘羅神社に納められた船絵馬群

が比較的状態よく伝わっており、この度日本遺産の構

成文化財に認定されました。 

この絵馬の内、敦賀郡櫛川村の長助が寄進した「享和

丸」を描いた船絵馬には、 

享和２年（1802）の年紀が 

あることから、福井県の船 

絵馬の中でも最古級の作例 

として知られています。 

 

 

委 員 長  金田久璋さん（佐田） 

副委員長  森井  守さん（菅浜） 

委   員  今村昌子さん（大薮） 

委   員  奥村憲昭さん（麻生） 

委   員  中西紘子さん（興道寺） 

 

工事を行う際に必要な文化財関係の申請、届

出について周知するため、町内の集落ごとにチ

ラシを回覧していただきました。 

町内で「周知の埋蔵文化財包蔵地」と「国指定

名勝三方五湖」の指定範囲内で工事を行う場合

は、事前に届出や申請をしていただく必要があ

ります。これは美浜町に限らず全国どこでも同

様の手続きが必要です。 

指定範囲内かどうかの確認、ご相談などは当

館までお問い合わせください。 

行事のお知らせ 

徒然雑記      『今、名勝三方五胡に想う』 
 北前船関連遺産が日本遺産に認定され、今後のまちづくりに大

きく期待が膨らんでいます。翻って国指定名勝三方五湖、地元の

熱心な要望活動が実り昭和 12年に国内湖沼 2例目として指定さ

れました。指定時の歓喜は今以上で、その後町が享受してきた恩

恵も計り知れません。一方この名勝は住民が約 90年に亘り守り

継いできた努力と責任の賜物であることも忘れてはなりません。

「恩恵」と「責任」今この機に再考したい課題だと思います。 

 

 

 


